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気仙沼・本吉地域広域行政事務組合は、昭和 46

年８月に気仙沼・本吉地方の１市５町で構成する行

政機関として設立、翌年４月には広域消防が発足し、

共に 50周年を迎えました。 

この間、宮城県が広域圏活性化プロジェクト事業

として建設したリアス･アーク美術館は、当広域組合

の管理運営のもと、平成６年 10月に開館し、これま

で圏域文化の創造に貢献してまいりました。 

また、当広域組合市町村合併により平成 21年９月

には気仙沼市、南三陸町と１市１町の構成として再

スタートし、組織の連携を一層強化し、よりよい圏

域づくりを進めてきたところであります。地域の皆

様をはじめ、関係各位のご支援、ご協力の賜物と心

から感謝申し上げます。 

さて、平成 23 年３月 11 日に発生した東日本大震

災では、大規模な地震、津波、火災が同時に発生し、

当地域は壊滅的被害を受けました。改めて犠牲にな

られた皆様並びに殉職した職員、消防団員に衷心よ

り哀悼の誠をささげます。 

また、震災発生直後から復旧・復興時期まで、国

内外の多くの団体や機関などから、多大なるご支援

をいただいてまいりました。おかげさまで、まちは

新たな発展が望める姿へと変貌を遂げてきました。

当組合においても消防施設等の復旧や新たな整備が

進められ、震災で得た経験とともに、これからの災

害への予防や日常での活動に生かし、引き続き、住

民の生命を第一に、地域の安全・安心を守り、災害

に強いまちづくりを実現してまいります。 

リアス･アーク美術館では、東日本大震災発生直後

から被害状況の記録・調査活動を行い、震災の実態

を正しく伝えることを念頭に取りまとめ、「東日本大

震災の記録と津波の災害史」という形で展示をして

おります。地域に根ざした文化の紹介と伝承、優れ

た美術作品等を鑑賞する機会の提供などと合わせて、

これからも地域の未来に生かしていけるよう取り組

んでまいります。 

現在、我が国を取り巻く社会情勢及び自然環境は

大きく変化しており、風水害の激甚化・頻発化など

や、新型コロナウイルス感染症による影響など、ま

すます地域住民の生命や財産を守るための取り組み

が大切になっていると感じております。 

また、全国的な流れの中、当圏域においては加速

的に人口減少が進んでおります。その流れを緩和さ

せるためにも、安心安全な社会を維持し、住民一人

ひとりが住んで良かったと思えるような地域を目指

してまいります。 

結びに、設立 50周年を迎え、これまで当組合の運

営を支えてくださった関係者や地域の皆様に改めて

深く感謝いたしますとともに、今後も一層のご理解

とご協力を賜りますようお願い申し上げ、巻頭の挨

拶とさせていただきます。 

気仙沼・本吉地域広域行政事務組合 

 

管理者 気仙沼市長  菅 原  茂 
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